
令
和
四
年

　
春
　
号

No.104

富岡八幡宮社報（深川八幡宮） http://www.tomiokahachimangu.or.jp

寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
創
建
さ
れ
た
富
岡
八
幡
宮
は
、
当
初
は
永
代
嶋
八
幡
宮
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
周
囲
は
海
に
囲
ま
れ
、

『
江
戸
名
所
記
』
に
よ
れ
ば
北
に
筑
波
山
、
北
西
に
江
戸
城
、
東
に
安
房
上
総
の
山
々
、
南
に
品
川
、
南
西
に
は
富
士
山
と
そ
の
風

光
明
媚
な
景
色
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
た
る
令
和
九
年(

二
〇
二
七)

、
富
岡
八
幡
宮
は
ご
創
建
か
ら
四
百
年
を
迎
え
ま
す
。

『
江え

戸ど

方ほ
う

角が
く

安あ
ん

見け
ん

図ず

』（
延
宝
八
年
・
一
六
八
〇
）　
国
立
国
会
図
書
館
蔵



2

と み が お かNO.104令和 4年 4月発行

参
拝

⃝
�

マ
ス
ク
を
着
用
の
上
、
大
声
で
の
会
話
は
お
控
え
く

だ
さ
い
。

⃝

境
内
の
滞
在
時
間
縮
小
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

御
祈
祷

⃝
�

感
染
状
況
に
従
い
、
一
回
の
御
祈
祷
件
数
並
び
に
参

列
人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

⃝
�

お
申
し
込
み
の
前
に
体
温
と
ご
体
調
の
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

⃝
�

入
口
に
て
手
指
を
消
毒
し
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
の

上
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

⃝
�

祈
祷
後
の
神
酒
拝
戴
は
取
り
や
め
、
御
神
酒
の
小
瓶

と
か
わ
ら
け
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、
ご
自
宅
で

戴
い
て
く
だ
さ
い
。

神
符
守
札
の
授
与

⃝
�

手
指
を
消
毒
し
、
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

⃝
�

申
し
出
に
よ
っ
て
、
ご
希
望
の
お
札
お
守
り
を
職
員
が

準
備
い
た
し
ま
す
。

⃝
�

郵
送
で
の
授
与
も
行
っ
て
お
り
ま
す
本
誌
３
頁
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

御
朱
印

⃝
�

感
染
状
況
、
混
雑
状
況
に
従
い
、
あ
ら
か
じ
め
紙
片
に

押
印
し
た
御
朱
印
を
授
与
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

職
員
の
応
対
等
に
つ
い
て

⃝
�

職
員
は
、
毎
朝
の
体
温
測
定
を
徹
底
し
、
手
洗
い
・
う

が
い
・
手
指
の
消
毒
を
頻
繁
に
行
い
、
祭
儀
奉
仕
の
神

職
以
外
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
応
対
い
た
し
ま
す
。

⃝
�

要
所
に
幕
・
板
等
を
設
置
し
て
、
飛
沫
飛
散
防
止
に
努

め
ま
す
。

以
上
、
今
後
も
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
日
々
の
神
前

奉
仕
・
祭
典
・
行
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

御 参 拝 の 皆 様 へ
感染防止に対する取り組み
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神
お
札
ふだ
神
おま
符
もり
の郵送授与の御案内

　神札神符授与品は郵送での授与も受け付けています。ご希望の方は、郵便局に備え付けの払込
取扱票（青色の用紙）に下記項目をご記入の上神社までご送金願います。振込確認後２週間前後
で発送させて頂きます。
　なお送料並びに振込手数料はご負担をお願いいたします。
・郵便局振込口座番号　００１１０－４－６９７５７５
・加入者名　富岡八幡宮
・金　　額　神札初穂料と送料の合計金額をお送りください。
・�払込取扱票の通信欄に①授与品の種類と数量　②初穂料　③送料　④御依頼人の住所・氏名・
電話番号をご記入願います。

神札神符の種類・初穂料につきましては
当神社ホームページをご覧ください。
送料は下記の通りになります。
神札神符　１体から３体まで200円
　　　　　４体から10体まで370円

お問い合わせ　富岡八幡宮授与品担当
　　　　　　　０３（３６ ４ ２）１３ １ ５

　１１体以上、またサイズの大きな授与品
はご相談ください。

　
当
富
岡
八
幡
宮
崇
敬
会
は
、
八

幡
様
の
御
神
徳
を
よ
り
一
層
仰

ぎ
、
自
身
だ
け
で
な
く
世
界
中
の

人
々
と
と
も
に
幸
福
で
あ
り
た

い
と
い
う
人
々
に
よ
り
、
昭
和

二
十
三
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
七
十
年
あ
ま
り
、
皆
様
の
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
発
展
し

て
お
り
ま
す
。

　
八
幡
様
を
ご
信
心
さ
れ
る
方
に
は

ど
う
ぞ
ご
入
会
い
た
だ
き
、
八
幡
様

と
と
も
に
日
々
の
生
活
を
ま
す
ま
す

充
実
し
た
も
の
と
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

会
員
特
典
（
一
部
）

○
お
名
前
を
崇
敬
者
台
帳
に
記
入

し
、
毎
朝
の
祭
典
に
て
家
内
（
社
内
）

安
全
・
家
業
（
社
業
）
繁
栄
を
祈
願

い
た
し
ま
す

○
崇
敬
会
特
別
祈
願
神
札
を
毎
年
授

与
い
た
し
ま
す

○
祭
典
・
諸
行
事
の
ご
案
内
を
い
た

し
ま
す

○
各
種
出
版
物
を
贈
呈
い
た
し
ま
す

○
名
誉
会
員
に
は
本
祭
り
各
町
神
輿

連
合
渡
御
特
別
観
覧
席
に
御
招
待
い

た
し
ま
す
。

○
法
人
会
員
の
う
ち
名
誉
会
員
・
特

別
会
員
の
皆
様
に
は
正
月
団
体
祈
祷

予
約
案
内
を
早
期
発
送
い
た
し
ま

す
。

●
正
会
員
（
年
会
費
　
三
千
円
）
よ

り
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
す

●
お
問
合
せ
・
お
申
し
込
み
は
社
務

所
ま
で

崇
敬
会
の
ご
案
内
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成人式
（１月１０日）

ご成人おめでとうございました

初初
詣詣

富富
がが
岡岡  

歳
時
記

歳
時
記

分
散
参
拝
を
呼
び
か
け
る
な
ど

分
散
参
拝
を
呼
び
か
け
る
な
ど

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
た

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
た
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節分祭

上記のＳＮＳで八幡宮の最新情報を発信しています。
You Tube では公式案内動画「時代と共に、地域と共に」

「昭和 43 年本祭り」などを配信中。是非ご覧ください。

ホームページ You Tube Facebook Instagram Twitter

富岡八幡宮公式ＳＮＳのご案内

本年も宮司以下神職のみで御奉仕しました

公式動画「時代と共に、地域と共に」

富富
がが
岡岡  

歳
時
記

歳
時
記

立
川
志
の
輔
師
匠
の
新
作
落
語
『
大
河
へ
の
道
︱
伊
能
忠
敬
物
語

︱
』が
俳
優
中
井
貴
一
さ
ん
の
企
画
主
演
で
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。

伊
能
忠
敬
を
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
に
し
よ
う
と
奔
走
す
る
制
作

チ
ー
ム
と
日
本
地
図
完
成
に
隠
さ
れ
た
秘
話
を
描
く
、
笑
い
と
感

動
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
。
富
岡
八
幡
宮
ゆ
か
り
の
偉
人

伊
能
忠
敬
の
日
本
地
図
制
作
に
ま
つ
わ
る
驚
く
べ
き
秘
密
と
は
？

映
画
館
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

映画

五
月
二
十
日
よ
り
全
国
上
映

五
月
二
十
日
よ
り
全
国
上
映

  

大
河
大
河
へ
の
へ
の
道道

伊
能
忠
敬
と
令
和
を
つ
な
ぐ

伊
能
忠
敬
と
令
和
を
つ
な
ぐ
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ケ
富

岡

ご
よ
み

行
事

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

17
　
末
社
・
七
渡
神
社
例
祭（
午
前
十
一
時
）

平
清
盛
も
尊
崇
し
た
水
辺
の
守
り
神
、
市い

ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

杵
島
姫
命
を
お
祀

り
し
て
い
ま
す
。

4
月
〜
卯
月
〜

※
各
行
事
と
も
参
列
人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

　
　

昭
和
天
皇
の
御
遺
徳
を
し
の
ぶ
御
祭
り
で
す
。

5
月
〜
皐
月
〜

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

5
　
末
社
・
徳
寿
神
社
例
祭

14
　
末
社
・
大
国
主
社
な
ら
び
に
車
析
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
・
客
神
社
例
祭

28
　
月
次
祭
（
例
祭
）

境
内
か
ら
少
し
離
れ
た
永
代
二
丁
目
に
鎮
座
し
て
い
る

お
稲
荷
さ
ま
で
す
。

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

３
　
神
武
天
皇
祭
遥
拝

９
　
末
社
・
永
昌
五
社
稲
荷
神
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

22
　
末
社
・
聖
徳
太
子
社
例
祭

24
　
末
社
・
野
見
宿
祢
社
例
祭
　

28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

29
　
昭
和
祭

6
月
〜
水
無
月
〜

七
渡
神
社
例
祭
に
際
し
初

穂
料
（
二
千
円
よ
り
）
を

ご
奉
納
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
、
お
札
と
供
物
を
お

頒
ち
い
た
し
ま
す
。

　過ぎし半年の無事に感謝
し、来たる半年の平穏を祈
る夏

なつ

詣
もうで

は日本の新しい風習
です。
　半年のスタートに、ぜひ神
社にお参りしてみませんか。
（本誌８頁もご覧ください）

六
月
十
五
日
か
ら

　
　
　
七
月
十
五
日
ま
で
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28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

30
　
末
社
・
住
吉
神
社
例
祭

　
　
夏
越
の
大
祓
（
午
後
三
時
斎
行
）

半
年
に
一
度
行
わ
れ
る
、
罪
穢
を
祓
い
清
め
る
お
祭
り
で
す
。

茅
の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
か
ら
「
茅
の
輪
神
事
」
と
呼
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

大
祓
に
ご
参
列
の
皆
様
に

は
、
大
祓
お
守
り
を
お
頒

ち
い
た
し
ま
す
。

7
月
〜
文
月
〜

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
・
富
士
浅
間
神
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

富
士
山
の
女
神
・
木

こ
の
は
な
の
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

花
咲
耶
姫
命
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
一
日
に
限
り
、疫
病
除
け
の「
大
蛇
守
」
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

富士浅間神社の裏には
小さな富士塚が。

大蛇守は麦わらと和紙の二種類が
あります。（初穂料各千円）

切麻は左右左と３回に分けて
体に振り掛けます。

形代には名前と年齢を記入して全
身を３回撫で、さらに３回息を吹
きかけて神社にお納めください。

大祓の形代・切麻で罪穢れを祓いましょう。

★縁　日
　毎月１日・15日・28日
★フリーマーケット
　（主催　東京市友会）
　毎月15日・28日
★骨董市（主催　楽市楽座）
　毎月第1・2・4・5日曜日
　28日にあたる場合は休会

※当日は駐車場が少ない
　ため、公共交通機関を
　ご利用下さい。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

みなさま
おさそいあわせ
の上ご参列
　　ください
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１年間の半分が過ぎ、季節は本格的な “夏” を迎えます。
過ぎし半年の無事に感謝し、来る半年の平穏を祈る。
この夏神社にお参りしてみませんか。

６月15日から７月15日まで夏詣限定御朱印を授与しております

八幡さまの地主神、
七渡神社の例祭です

茅の輪をくぐって
半年の罪穢れを祓います

なつ　　 もうで

疫病除けの大蛇守が
授与されます

6
15

7
15

大祓茅の輪

期間中
茅の輪守りを
授与いたします
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